







2014 年 10 月 2, 3 の両日、本学において恒例の Chitose International Forum (CIF’15)が開催
された。第 15 回目を迎える今年は、基礎から応用までナノテクノロジー技術全般を対象に
「Nanotechnology - From Synthesis to Devices」を主題として三つオーラルセッション（それ
ぞれプレナリー講演 1 件、招待講演 3 件で構成）とポスターセッションを開催した。 
さらに東京理科大学学長藤嶋昭先生を講師にお迎えして、一般市民も対象とする特別講
演を行った。 










































ナノキャラクタリゼーションへの可能性が示された。続いて Sergei Magonov 博士（NT-MDT 










メージングの高感度センシングと Cd 含有 QD の生体に与える影響について論じられた。











ポスターセッションは第 1 日目の 15 時より 2 時間にわたって開催された。全 41 件の申
し込みがあった。内訳は、数え方にもよるが本学関係が 26 件、北海道大学 11 件、他に苫




 本ポスターセッションにおいては以下に示す 3 件の発表に対し、ポスター賞が川瀬委員
長から授与された。 
 
P-7 Photo and Thermophysical Properties of Eu(III) Complexes with Bidentate Phosphine Oxide 
Ligands 
 Yuichi Hirai, Takayuki Nakanishi, Koji Fushimi and Yasuchika Hasegawa (Hokkaido Univ.) 
P-10 Synthesis of Nonanuclear Tb(III) Clusters with Chiral Ligands 
 Satoshi Wada; Yuichi Kitagawa, Takayuki Nakanishi, Katsuaki Konishi, Koji Fushimi and 
Yasuchika Hasegawa (Hokkaido Univ.) 
P-19 Fabrication of Durable Shark Skin Mimicking Structures by Using Self-Organized Materials 
 Aki Sato, Yuji Hirai (CIST), Takuya Ohzono (AIST) and Masatsugu Shimomura (CIST) 
P-27 Collagen Fiber Orientation in Femurs of Rats with Chronic Kidney Disease 
 Teppei Ito, Kyosuke Kanazawa, Nanako Chaki, Haruka Akiyama and Hiromi Kimura-Suda 
(CIST) 
  
